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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年5月9日(2016.5.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油相および水相を含むエマルションを含む泡沫処方物であって、前記油相は前記泡沫処
方物中でラメラ状の膜を形成する膜形成物質である水素添加レシチンおよびカプリル酸／
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カプリン酸トリグリセリドを含んだ、化粧品および皮膚科用泡沫処方物。
【請求項２】
　前記エマルションが水中油型エマルションである、請求項１に記載の泡沫処方物。
【請求項３】
　前記エマルションがさらに、増粘剤を含む、請求項１または請求項２に記載の泡沫処方
物。
【請求項４】
　前記エマルションがさらに安定剤を含む、請求項１から請求項３のいずれか１項に記載
の泡沫処方物。
【請求項５】
　前記安定剤がペンチレングリコールを含む、請求項４に記載の泡沫処方物。
【請求項６】
　前記エマルションがさらに、シアバター、グリセロール、スクアラン、セラミドまたは
これらの混合物を含む、請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の泡沫処方物。
【請求項７】
　前記エマルションがさらに、油および脂肪性物質を含む、請求項１から請求項６のいず
れか１項に記載の泡沫処方物。
【請求項８】
　前記エマルションがさらに少なくとも１種の活性薬剤を含む、請求項１から請求項７の
いずれか１項に記載の泡沫処方物。
【請求項９】
　前記活性薬剤が、ピロリドンカルボン酸およびその塩、乳酸およびその塩、グリセロー
ル、ソルビトール、プロピレングリコール、尿素、コラーゲン、エラスチン、絹タンパク
質、ヒアルロン酸、セラミド、ナイアシン、α－トコフェロールおよびそのエステル、ビ
タミンＡ、ビタミンＣ、没食子酸塩、ポリフェノール、パンテノール、ビサボロール、植
物ステロール、グルココルチコイド、抗生物質、鎮痛薬、消炎薬、抗リウマチ薬、抗アレ
ルギー薬、駆虫薬、抗痒疹薬、乾癬治療薬、レチノイド、局所麻酔薬、静脈治療薬、角質
溶解薬、充血性化合物、冠動脈治療（硝酸塩／ニトロ化合物）、抗ウイルス薬、細胞分裂
阻害剤、ホルモン、創傷治癒を促進する薬剤、成長因子、酵素製剤、殺虫剤、ならびに植
物系物質（藻類、アロエ、アルニカ、サルオガセ、コンフリー、カバノキ、イラクサ、キ
ンセンカ、オーク、ツタ、マンサク、ヘナ、ホップ、カモミール、ラスカス、ペパーミン
ト、マリーゴールド、ローズマリー、セージ、緑茶、ティーツリー、ツクシ、タイムおよ
びクルミの植物エキスのいずれか）、またはこれらの混合物からなる群から選択される、
請求項８に記載の泡沫処方物。
【請求項１０】
　前記処方物が泡沫状クリームである、請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の泡
沫処方物。
【請求項１１】
　前記エマルションが、水素添加レシチン以外の少なくとも１種のリン脂質および少なく
とも１種の液体ワックスエステルを含む、請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の
泡沫処方物。
【請求項１２】
　前記リン脂質がレシチンを含み、かつ／または前記ワックスエステルがミリスチン酸イ
ソプロピルを含み、かつ／またはカプリル酸／カプリン酸トリグリセリド以外のトリグリ
セリドがさらに含まれる、請求項１１に記載の泡沫処方物。
【請求項１３】
　前記膜形成物質が水に可溶性ではない、請求項１から請求項１２のいずれか１項に記載
の泡沫処方物。
【請求項１４】
　前記膜形成物質が８より大きいＨＬＢ値を有する、請求項１から請求項１３のいずれか
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１項に記載の泡沫処方物。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１４のいずれか１項に記載の泡沫処方物の製造方法であって、
　ａ）エマルションを生成する工程と、
　　　ここで、エマルションを生成する工程が、
　　　（１）少なくとも泡沫処方物中でラメラ状の膜を形成する水素添加レシチンと、カ
プリル酸／カプリン酸トリグリセリドとを含む油相を準備する工程と、
　　　（２）水相を準備する工程と、
　　　（３）両方の相を加えて均一化する工程と、を含む、
　　　　　　ただし、均一化する工程が高圧均一化又は超音波による
　ｂ）前記エマルションおよび噴霧剤を耐圧容器の中に充填する工程、または
　ｃ）耐圧容器以外の、前記エマルションを分注する際に泡沫を生成する容器の中に、前
記エマルションを充填する工程と
を含む、方法。
【請求項１６】
　前記油相および前記水相が、４０℃～９０℃の間の温度で均一化される、請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記エマルションを生成する工程ａ）に引き続いて、ｂ）またはｃ）の充填工程前に、
さらに、
　（６）増粘剤の水溶液を準備する工程と、
　（７）前記増粘剤の溶液を前記エマルションと混合する工程と
を含む、請求項１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記泡沫処方物が１０重量％の噴霧剤を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　均一化する工程が、５０，０００～２５０，０００ｋＰａの圧力で実施される、請求項
１５から請求項１７のいずれか１項に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
　本発明の処方物の活性薬剤は、保湿特性およびバリア強化特性を有する物質（例えば、
ヒドロビトン（Ｈｙｄｒｏｖｉｔｏｎ）、ＮＭＦの模倣物、ピロリドンカルボン酸および
その塩、乳酸およびその塩、グリセロール、ソルビトール、プロピレングリコールならび
に尿素など）の群、タンパク質およびタンパク質加水分解物の群の物質（例えばコラーゲ
ン、エラスチンおよび絹タンパク質など）、グリコサミノグリカンの群の物質（例えばヒ
アルロン酸など）、炭水化物の群の物質（例えば、組成がヒトの角質層の炭水化物混合物
に対応するペンタビチン（Ｐｅｎｔａｖｉｔｉｎ）など）、ならびに脂質および脂質前駆
体（例えばセラミドなど）の群の物質から選択されることが有利である。本発明の意味で
のさらなる有利な活性薬剤は、ビタミン（例えばパンテノール（Ｐａｎｔｈｅｎｏｌ）、
ナイアシン、α－トコフェロールおよびそのエステル、ビタミンＡならびにビタミンＣ）
の群から選択してよい。さらに、抗酸化物質（例えば没食子酸塩（Ｇａｌａｔｅ）および
ポリフェノール）の群から選択される活性薬剤を使用してもよい。尿素、ヒアルロン酸お
よびペンタビチンは好適な物質である。
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